
廃棄物処理施設・市役所本庁舎
整備方針の見直しに係る市民説明会

(概要報告)

【開催概要】

令和7年3月14日(金) 18時～ 塩竈市公民館 中会議室
3月15日(土) 10時～ 塩竈市公民館 中会議室
3月16日(日) 14時～ 塩竈市魚市場中央棟2階 大会議室
3月19日(水) 14時～ 塩竈市保健センター 大ホール

参加者数：計57人
(14日 9人、15日 24人、16日 13人、19日 11人)



廃棄物処理施設・市役所本庁舎整備方針の見直しに係る市民説明会 質疑応答概要

①廃棄物処理施設について

質問・意見 回答・対応

・建設候補地について、温水プール北側が選択された
のはなぜか。

・プラスチック製容器包装のリサイクルを行わず、焼
却処分すれば、リサイクル施設の建設費用を清掃工
場に充てられるのでは。

・現施設を稼働しながら、新施設を建設すること
を踏まえ、事業者へのアンケートの結果、温水
プール北側が選択されたもの。

・施設整備にあたり、国の交付金を活用すること
としていたが、リサイクルの推進が要件となる。
また、プラスチック類を焼却すると焼却炉の劣
化が早まることから、難しいものと考えている。

②市役所本庁舎について

質問・意見 回答・対応

・財源として検討していた緊急防災・減災事業債につい
て、基本計画を策定しておけば凍結した場合でも、活
用できるのか。

・市役所庁舎について、新設ではなく、既存の建物を生
かすという方法はとれないのか。

・建設場所なども含め大きな視点が必要と思う。PFIな
どで民間資金を活用するなどの方策も検討してみては
どうか。

・緊急防災・減災事業債は実施設計の段階から
借入が可能となるため、計画を策定しただけ
では活用には至らない。

・緊急防災・減災事業債の期限が令和７年度と
されており、期限の延長等を引き続き要望し
てまいりたい。

・将来的な人口減少や役所機能の縮小などを考
慮し、市議会からも同様の指摘を受けている
ことから、今後、検討してまいりたい。

・今後、事業を再開する際には、検討してみた
い。



廃棄物処理施設・市役所本庁舎整備方針の見直しに係る市民説明会 質疑応答概要

③財政の見通し・今後の方針について

質問・意見 回答・対応

・抜本的な収支改善策や収入を確保する方策を検討す
べきでは。

・家庭ごみの有料化とあるが、具体的にどのような事
か。現在のごみ袋を購入する形式と何が違うのか。

・広域化にあたって、９月までに相手へ回答とあるが、
現時点の考えと今後の予定は。

・行財政改革を進めており、昨年は使用料・手数
料の見直しを行った。また、ふるさと納税を財
源とし、老朽化した公共施設に対する基金を新
たに造成したことから、積み立てにも取り組ん
でまいりたい。

・現在の購入する費用のほかに、処理コスト分を
負担いただく形として、ごみの減量化策のひと
つとして検討しているが、まずは、ごみの排出
量削減に向けた啓発活動等を進めていく。

・広域化、委託処理などについて、様々な角度か
ら検証を行い、本市にとっての最善な策を早急
に見定めていきたい。

④その他

質問・意見 回答・対応

・市民説明会開催にあたり、周知不足と感じている。
回覧板等での周知をお願いしたい。

・ふるさと納税に力を入れるのであれば、市としてプ
ロジェクトなどを組むべきでは。

・広報等にも掲載していたが、周知については、
なお、工夫してまいりたい。

・新年度より、そういった係を拡充して取り組む
こととしているので、ご理解願いたい。



問１ 年齢

NO 区分 回答数 回答率

1 ～29歳 0 0.0%

2 30代 2 3.8%

3 40代 0 0.0%

4 50代 3 5.7%

5 60代 13 24.5%

6 70代 30 56.6%

7 80代 5 9.4%

計 53 100.0%

廃棄物処理施設・市役所本庁舎整備方針の見直しに係る市民説明会 アンケート結果

回答概要

回答者数 53名

参加者数 57名

回答率 92.9％



問２ 本日の説明した内容について
NO 区分 回答数 回答率
1 理解できた 16 30.2%
2 どちらかといえば理解できた 27 50.9%
3 理解できないところがあった 8 15.1%
4 どちらともいえない 1 1.9%
5 未回答 1 1.9%

計 53 100.0%

廃棄物処理施設・市役所本庁舎整備方針の見直しに係る市民説明会 アンケート結果

問３ 今後の方向性について
NO 区分 回答数 回答率
1 理解できた 14 26.4%
2 どちらかといえば理解できた 28 52.8%
3 理解できないところがあった 7 13.2%
4 どちらともいえない 2 3.8%
5 未回答 2 3.8%

計 53 100.0%



問4 「今後に向けた取組」の関心項目

NO 区分 回答数
1 ごみの継続処理に向けた取組 29
2 代替パターン検討（広域化等） 27
3 維持管理費の削減に向けた取組 16
4 その他 0

計 72

【廃棄物処理施設】

NO 区分 回答数
5 庁舎の継続利用に向けた取組 21
6 財源の活用に向けた取組（緊防債の延長等の要望） 29
7 その他 2

計 52

【市役所本庁舎】

NO 記載内容

7
・安全性の向上、利便性の向上
・小中学校の統廃合と合わせた廃校後の活用

【その他欄記載】
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自由記載欄の主な内容について

【廃棄物処理施設】
• 重要案件であり、簡単には結論は出ないだろうが、検討の期間が
長すぎると資材や人件費の高騰がまた負担になる気がする。

• ごみ処理の継続には広域化必須。是非進めてほしい。
• ごみの有料化については、既に有料ゴミ袋で取り組んでいること
なので、今更理解されづらいのでは。

• 廃棄物処理施設の現況は把握できたが、今後についての具体的な
説明を聞きたかった。

【市役所本庁舎】
• 建物の補修、安全対策に金がかかる。しかし建物に限度があり、
いつか何とかしなければならない。この先をどう考えているのか。

• 説明の趣旨は概ね理解できるが、財源の確保を組織をあげて検討
してほしい。特に定住・移住に力を入れ、市民税の確保を図るこ
とも必要なのではないか。

• 財源を含めた今後の目標を聞きたかった。(希望が持てるような)
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